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 市町別の状況を以下に示す。 

 

【表３】人口が増加する自治体（単位：人） 

市町名 2015 年 2045 年 増減 

朝日町 10,560 13,039 23.5％ 

川越町 14,752 16,588 12.4％ 

 

【表４】人口が減少する自治体（単位：人） 

市町名 2015 年 2045 年 増減 

南伊勢町 12,788 3,892 ▲69.6％ 

尾鷲市 18,009 7,496 ▲58.4％ 

大紀町 8,939 3,796 ▲57.5％ 

鳥羽市 19,448 8,572 ▲55.9％ 

熊野市 17,322 7,652 ▲55.8％ 

紀北町 16,338 7,783 ▲52.4％ 

志摩市 50,341 24,848 ▲50.6％ 

 

 県内の市町では、人口増加率が大きかったのは北中部地域にある朝日町（23.5％）と川越町（12.4％）の

みとなり、この 2 町のみ 2045 年時点で 2015 年より人口が増加する見込みである。 

朝日町、川越町以外の市町では 2045 年に人口が減少するという結果となった。とりわけ人口が 50％以

上減少する市町は全て南部地域で、人口減少率が大きい順に南伊勢町(▲69.6％)、尾鷲市(▲58.4％)、

大紀町(▲57.5％)、鳥羽市(▲55.9％)、熊野市(▲55.8％)、紀北町(▲52.4％)、志摩市(▲50.6％)となり、

人口減少が南部地域で顕著となる見込みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


